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序
D.H.ロレンスの詩集 『ご らん 僕 た ち勝ったんだ よ!』(Look/We
HaveComeThrough!)は、1917年、ロレンスが32歳になる年に出版 され
た。集められている詩は1912年か ら書 き始められたものである。(1)1912年
という年は、彼の母親が亡 くなって1年 半が経過 し、5月 には妻 となるブ
リーダと駆け落 ちをした年である。フリーダと愛 し合ったこと、そ して1914
年7月にロン ドンで彼女 と結婚 したことが、この詩集の思想 を支えている。
では、その思想 とは何であるのか。ロレンスは、詩集の前書 きに 「一人前
の男になれるかなれないか、という重大局面に当たって、男性が直面 しな
ければならない本質的な体験の全体像を露 にしているもの」(2)と、述べて
いる。この詩集の主人公である 「僕」 とはロレンス自身を指 していること
は、彼の伝記 と詩集の内容 を比べれば自明のことである。前書きの 「本質
的な体験」とは何であるのかを、多 くの詩のイメジャリを通 して探究する
ことが、本論の主題である。
ロレンスは自然 を人間の生 き方と連動 させて、作品の中にシンボルとし
て用いている。それは、人間を世界の中心であるという、あるいは創造物
の中で一番上位にあるという西洋キ リス ト教的世界観 を彼が否定 して、人
間を他の生物と同等の、或はそれ以下の場合 もあるというような謙虚 さで
捉えていることと関係 している。そ して人間が 自然界 と呼応 して生 きるこ
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との重要性を説いていることと関係 している。 『ごらん 僕たち勝 ったん
だよ!』 でも樹木、月、太陽、風、川、花、空、星、鳥、動物、穀物、草
等々、数えきれない程の 自然物が詠われているが、これらの自然物 に見 ら
れる 「緑」 と 「黒」に関係するイメジャリが詩集の主題にとって特 に重要
であると考えるので、それと関係する詩をい くつか取 り上げて論 じようと
思 う。すなわち 「木」「月」「水」「うさぎ」「風」「麦」「鹿」「バラ」等の
イメジャリとそれのシンボルとしての働 きを論 じることが主題に結 びつ く
と思 う。
「黒い神」(`TheDarkGod')の思想は、小説では 『カンガルー』や 『羽
鱗の蛇』で、詩集では 『鳥、花、獣』 などの中 ・後期の作品か らかな り明
確に登場する。 しかるにこれがロレンスの重要な思想としてこれ まであま
り論 じられていないのは不思議 に思われる。「黒い神」 の特徴を大 きくま
とめると、①キリス ト教批判思想であ り、それゆえ異教的要素が入ってお
り、② 「黒い男」が発展 した思想であ り、③ 「支配する女性」に対 して 「男
性のリー ド」 を唱道 しているとい う3点 が挙げ られる。「黒い神」は理性
を覆すものなので、頭でなく下半身に関わることが強調されている。それ
は 「男根的」なのである。(3)初期の小説 『白孔雀』にもその萌芽が見られ
るように、初 ・中期の詩集である 『ごらん 僕たち勝 ったんだよ!』 にお
いても 「黒い神」の萌芽が表れていると思われる。それは 「緑」と 「黒」
のイメジャリを通 して読み取れ、「本質的な体験」 と密接に関わっている
ことを論 じたいと思う。
1
『ごらん 僕たち勝 ったんだよ!』の冒頭の詩は 「月の出」である。「月」
はロレンスの作品の重要なイメージである。代表的な月の登場場面は、『恋
する女たち』で、主人公バーキンが湖に反映 している月に向かって 「シビ
リー」と叫びなが ら、狂気 に駆 られたように月を消そうとして石 を投げ続
ける場面や、『息子と恋人』で、ポールを孕んだ臨月間近のガー トルー ドが、
夫に戸外へ追い出されて、庭の白い百合の中に手 を入れて花粉にまみれる
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時、彼女を煙々と照 らしている月光の場面であ り、『虹』で、 アナとウィ
ルが農場で夜に麦刈 りをしてそれを運んでいる時、二人を見守るように照
らしている月光の場面等々である。「月」 には、大 きく分けて相反す る二
つのシンボルがある。イン ド及びギ リシア ・ローマ神話では、月は天国の
門であると同時に地獄の門であ り、ダイアナであると同時にヘカナとなっ
ている。ダイアナは月の好意的な面であり、ヘカテは恐ろしい面を表 して
いる。(4)またギ リシア ・ローマ神話では、月は冷たい処女 という男 を拒む
シンボルでもある。 また月は女神たちの代名詞にもなっていて、 ダイアナ
やヘカテの他、シビリー、イシス、イシュタルで もあるとされるが、これ
1はあらゆる時代 にわたって、あらゆる地域で一般化 された宇宙的シンボル
である。このシンボルは神話、民間伝承、民話、詩 を通 して、女性の神性
と豊饒な生命力とにかかわるが、この2つ のものは動物 と植物の生殖力の
1神として具象化され
、「大いなる母:マ グナ ・メイタ」の信仰の うちに一
'体化される
。(5)バーキンもガー トルー ドもアナも、豊饒のシンボルとして
の「月」に見守られている。 しか し、それはまた愛する子供や男を所有 し
たいと願う、愛する者たちを束縛 して狂気に駆 り立てる程の所有欲を持 っ
た恐ろしい 「マグナ ・メイタ」 に変わ り得るものである。特にロレンスに
は「恐ろしい母」の主題が出ている。 ここで 「月の出」 を考えてみよう。
月 の 出
そして誰が月を見たのか、
月がわだつみの部屋か ら出て昇るのを誰が見なかったのか、
愛を交わし合った花婿の寝室か ら出て くるように、
輝き華麗でむき出 しの月、
誰が彼女が昇るのを見、至福の印をその波 に散 らしなが ら
歓びの高 まりの告白を投げ出すのを見たのか、
彼女の揺 らめ く美の全てが僕 たちに振 り掛けられ
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ついに完全に昇 り全姿が知 られるまで、
そして僕たちが美は死を超えるということを確信するまで
完全な輝 く愛の体験は決 して無に消えることなく、
この奇妙な人生で僕たちの完全な人生の達成が、
色槌せたり消えたりするより前に、
時が月を曇 らせて しまうことを確信するまで。(6)(193)
この詩は完壁な性愛の歓びと美 を詠った ものである。「愛 を交わし合っ
た花婿の寝室から出て くるような/輝 きむき出 しの月/誰 が彼女が昇るの
を見、至福の印をその波に散 らしながら/歓 びの高 まりの告白を投げ出す
のを見たのか」。 ここに見 られるのは冷たい月ではな くて、まさに豊饒 の
月である。ロレンスが、『ごらん 僕たち勝 ったんだよ!』 を一つの物語
として詠んで欲 しい と詩集の前書 きで述べている点から考えると(7)、「月
の出」は、母が亡 くなってから真の愛 を知って得たロレンスの感激を表わ
していると言える。母の生前は、息子に対する異常な執着心を持った母に
よって、彼は女性 との適切な関係を阻まれていた。母はロレンスをこの上
なく慈 しみ愛 して くれた優 しい母であった一方で、「マグナ ・メイタ」 と
しての恐ろしい面を持った存在でもあったのである。それが ようや く断ち
切られたのである。母が死んでから1年 半後に彼は妻 となるフリー ダと出
合い、その関係確立がこの詩集の大 きな主題であるので、「月の出」は二
人の関係 を象徴する詩であ り、冒頭に載せられているのに相応 しいと言え
る。ロレンス 自身は、9番 目の詩である 「ヘネフにて」から以降の詩群が
ドイツでの二人の生活 という新 しいサ イクルの始 まりを詠ったものであり、
最初の8編 の詩はイギリスで書かれたものと述べている。新 しいサイクル
というのはロレンスとフリーダの愛憎の葛藤と世間との格闘のサイクルの
ことを言 う。
新サイクル以前の詩群の最初の詩は、まずロレンス とフリーダの出合い
の歓びを詠 ったものであ り、「月の出」の 「月」 は、フリーダを表 してい
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ると思われる。「月の出」は、フリーダ讃歌なのである。そ してこの詩の
時間は夕方であることに注意 したい。この詩集では、昼 ・光よりも、夕方
或は夜のイメジャリが圧倒的に多いのである。中期 ・後期の作品に重要な
「闇」の主題が、この詩集にも表れているのである。(8)その闇は 「終末」
を意味する否定的な意味ではなくて、「再生」「蘇 り」を内包する肯定的な
意味を持っているものである。「哀歌」の ように、亡 くなった母 を思 う詩
も幾編か納められている。 しか しこの詩集では、彼には母への想いよりも
妻との愛 と葛藤の方が重要になっている。「哀歌」よ りも 「月の出」を先
に載せていることからも、性愛の勝利 と重要性が分る。
「月の出」の月は女神のように堂々としている。この月はアフロダイテ
であるとする意見は適切である。(9)彼女はロレンスの恋人であると同時に、
彼を蘇らせて くれる豊穣なる女性のイメージを備えている。「完全 な愛の
経験は決して無 に消えることはない」 と確信 させてくれた、彼の人生 を導
いてくれる守神 とも言える。そ して 「誰が月をみたのか/誰 が見なかった
のか」と問うロレンスは、「自分だけが この月をみたのだ、他の誰 も決 し
て見たことがない」 と確信を持っていると感 じられる。
新しいサイクルが始まる前の最初の8編 の詩の うち、「我がままな女の
バラッド」 もロレンスとフリーダのことを詠っているものと思われる。女
は、堅いヨゼフと子供を置いて、いろいろな男性 と関係する。そ して最後
には乞食のように、或はジプシーのように放浪 をしなが ら生 きてい く。 こ
のバラッドか ら、夫と子供 を捨てたために世間から冷たい扱いを受 けてい
たロレンスとフリーダの姿が浮ぶ。また 「ドン ・ファン」では、ロレンス
がフリーダと巡 り合 う以前 にいろいろな女性 と恋愛 を繰 り返 したことを
詠ったものと思われる。 このように、プロローグとして8編 の詩が詠われ
ていると考えられる。
II
9番目に登場する詩 「ヘネフにて」は、ロレンスが 「新 しいサ イクル」
が始まる最初の詩と呼ぶ ものである。このサイクルの中の詩群は二人の愛
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が確立 しつつあることを、 また男女そ して相反するものの均衡の追求とい
うロ レンスの生涯の主題が打 ち出されるサイクルであ り、「緑」 と 「黒」
の接点が表れているものである。
へ 不フにて
たそがれの中をさえず りながら流れる小川
寂 し気にいぶかる表情を見せている薄青い空
これはほとんど至福の時である。
そして全てのものが隠れ、眠 りに着いた
全ての問題 と心配 と苦痛は
たそがれの中に消えた。
ただ、今はたそがれ と、そ して川の柔 らかな
「シュッ」 という音が聞こえるだけ
それは永遠に続 くであろう。
そ してついに僕は君への愛がここにあることが分かった。
僕はそれ全てが、それがたそがれのように
完壁であることが分かる。
それは大 きい、 ものすごく大きい、
以前にはそれを見 ることがで きなかった。
小 さな灯や火のちらつきや妨害のために
すべての問題や心配や苦痛のために。
君は呼び声、そ して僕は応ずる者
君は願望、そ して僕は満たす者
君は夜、そ して僕は昼。
他 に何が要るのか?こ れで充分 じゃないか。
..
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完全に完壁じゃないか
君と僕
更に何が?
なのに二人が こんなにも苦 しむなんて、なぜなのか!(203)
この詩では、時間がたそがれ時であ り、この詩の二人の男女は至福の時
を体験し、男は女への愛 を確信するが、なお も苦 しみが残っている。「苦
しみ」というのは、「彼女は振 り返 る」等の他の詩から考えてみると、フリー
ダがイギリスに置いてきた子供たちに引かれて、ロレンスと喧嘩が絶えな
かったことを言 っているのではなかろうか。次 に 「ほとんど至福」 という
内容について考えてみよう。「たそがれ」 というのは、昼 と夜の均衡の時
間であり、「女 と男」 という相反す る者が調和 を保つシンボリックな時間
を表している。 ロレンスとフリーダは、二人だけの至福の時を ドイツにお
いて体験した。イギリスの世間の妨害音が、「すべての問題や心配や苦痛」
や「小さな灯や火のちらつきや妨害」 という表現で表されている。
皿
『ごらん 僕たち勝 ったんだよ!』 には 「緑色」のイメジャリが溢れて
いる。「緑」は若 さと自然の色である。この詩集 は二十代のロレンスが愛
に巡り合って若さを羽搏かせていると同時に、自然 との交感 を、宇宙との
交感を深めて、新たな思想を育んでいった時の詩の集大成である。そこに
見られる「緑」は、常に 「黒」「闇」と関係 している。まず 「緑」のイメジャ
リについて考察 してみよう。代表的な詩は 「緑」である。
緑
夜明けは黄緑色だった、
空は太陽にか ざす緑のワイン、
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月はその間にある金色の花びら。
彼女は目を開いた、
緑色に輝いて、初めて開いた花のように澄んで
今初めて目に見えた。(216)
まさに緑一色の世界である。「金色の花 びら」である、 と形容 されてい
る月さえも、夜なのでその金色 も緑がかった色に感 じられるのである。そ
して時間は夜明け時であり、まだ月が出ている頃、すなわち夜と昼の均衡
の時間である。「ヘ ネフにて」では夕方の均衡の時間が詠われていたが、
この詩では明け方の均衡の時間が詠われている。ここで 「緑」の シンボル
について考えてみよう。近寄 りがたい天の青と、地獄の赤の中間に位置す
る緑は、寒暑、冷熱、低高の仲介であ り、安心感を与えリフレッシュさせ
る 「人間的な」色である。 ロレンスにとっての 「緑」は、「均衡」 を表す
植物の支配の色であ り、生命を蘇らせる清めの水の色である。原初の水の
目覚めは緑色であ り、生命の目覚めは緑色である。緑色はまた木や森や草
原に対応する。緑は希望、力、長寿の色である。緑色は不死、普遍的に緑
の枝が象徴する不死の色 となっている。そ して緑色は 「楽園」 という神話
的価値 を持っている。(10)「緑」の詩において、この世に初めて誕生 した女
性であるかのように初々 しい 「彼女」は、まさに彼にとっての 「初めて」
の女性、真の愛 を知った 「初めての女性」なのである。また、「バルコニー
で」においても夜 を背景に して 「緑色をした麦畑」(208)や「薄青い緑色
をした氷河」(209)というように 「緑色」のイメジャリが溢れている。更
には 「ライ麦畑の蛍」では、夕暮れの麦畑の中で灯 を灯 し始めた蛍の群れ
が 「小 さな緑の星」(221)と表現 されている。この蛍は、傷ついた彼女を
慰める存在 となっている。蛍の光は自然の光であ り、夕暮れに点る火であ
り、たそがれの火である。男女の、世界の均衡を象徴 していると言える。
このように 『ごらん 僕たち勝ったんだよ!』 に豊かに溢れる緑色は、ロ
.:
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レンスとフリーダが古い世界を抜け出 して新生することを、緑色の中で古
い汚れを落 とし切って新たに蘇ることを、また男女が均衡を保つことを
願っていることを、象徴的に感 じさせる色である。またライ麦、小麦等「麦」
がよく登場するが、これは神々が人間に与える生命の恵みを象徴 している。
シンボルとしての 「緑」と対をなす色は 「赤」である。(ID緑が 「聖 ・清 ・
天」を意味するのに対 して 「赤」は 「熱 ・地獄 ・火」を表 している。 この
「赤」は、ロレンスの詩においては 「ばらの花」 として登場する。 しか し
ワインの色を表す 「赤紫」、赤 と黒が混 じったような色のばらとい う特徴
がある。「河辺のばら」では、「たそがれのなか、イザル川の畔で/僕 たち
は赤く垂れ下がっている/野 生の黒っぽいばらを見つけた」「川向こうの
囲い地には氷 とばらの匂いが した」「僕 たちのことを知る者 は誰 もいない
/カエルが歌 うこの沼地で自由に生 きている蛇の ように/僕 たちも自由に
生きよう」(217)と、詠っている。「野生」「氷」「黒っぽいば ら」「カエル」
「蛇」という言葉が、常識的に文化的な生活 を離れた場所を連想させる。
しかし二人にとってはここが天国なのである。時間はまたしても 「たそが
れ時」である。氷の表す 「緑」の世界と、黒 っぽいばらが表す 「赤」の世
界の調和する時間である。そしてワイン色はディオニソスを連想させる。
ばらの花はディオニソスの花でもある。そ してデ ィオニソスは理性よりも
本能の爆発を重視する神である。ロレンスにおいてはディオニソスは 「黒
い神」と関連 している。彼は多 くの作品中でパ ン神を重視 しているが、ギ
リシア ・ローマ神話ではデ ィオニソスとパ ンは主従の関係にあるか らであ
る。
「グルワル ・ド・ディジョン」では、湯浴みするフリーダを輝 く金色の
ばらに喩え、彼女は愛 と美の女神ヴィーナスのように美 しい。「朝の食卓
のばら」と 「僕はばらのよう」「世界のばらのなかのばら」の3編 の詩では、
ロレンスが本来の 自我 を顕現できた歓びを詠っている。「僕はここで本来
の僕である」「答を受けない、無意味 なばらのなかのばらであれ/僕 には
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花が開けばそれで十分」(219)と、性愛の純粋な歓びを詠ったものである。
無意識的な自我の重要性を唱えていると言える。
本来の 自己を得たロレンスは、フリーダにも本来の彼を理解 してもらい
たい し、本来の彼女 になってほ しいと切望する。それは 「宣言文」で詠わ
れている。
宣 言 文
だが、僕は彼女にも同 じもの を僕か ら受け取って欲 しい。
彼女は僕が恰 も彼女 自身であるかのように、
彼女のものであるかのように、僕に触れる。
彼女はまだ、あの恐ろ しいこと、
僕が他者であるということを理解 していない。
彼女は僕たちが一つのものであると思っている。
それは痛ましくも真実ではない。
僕は彼女に最終的に、僕 に触れてもらいたい、
ああ、僕の闇の根 と核 に
そ して僕が彼女の上で滅亡 したように、
僕の上で滅亡 して もらいたい。
その時、僕たちは明瞭な二者になるであろう、
各々が別個の存在を持つであろう。
そ してそれは純粋な存在、本物の自由となるであろう。
(266-7)
この引用に見られるように、性愛の歓びの極致では互いが他者であるこ
とを認識す ると、ロレンスは考えている。そ してフリーダにそのことを理
解 して もらいたいと願っている。これは 『恋する女たち』 で、主人公バー
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キンがアー シュ ラに願 った こ と と同 じ思想 であ る。 『ご らん 僕 た ち勝 っ
たんだよ!』 には 「星の均衡」 の思想 の萌 芽が表 れてい る。 そ して 「僕 の
闇の根 と核」 と詠 われてい る ように、 自らを 「木」 の イメージで表 してい
る。世界の神 話 にお いて 「木」 は 「再 生」 の シンボルであ る。それが 「闇
'の
」 と形容 されて いる ことか ら 「ば ら」 と同 じ く 「無 意識」 の世界 を意味
している と思 われ る。 この よ うに 『ご らん 僕 た ち勝 った んだ よ!』 には、
「黒い神」 の特 質で あるデ ィオニ ソス的要素(ワ イ ン、緑の木 々、 ば らの
花、夕暮、夜明 け、 闇の イメジ ャ リ)が あふ れて いるのであ る。
V
次に、ロ レンスが詠 う動物 とい う 自然界 との接 触 につ いて 、「夕 暮れ の
女鹿」か ら考 えてみ よ う。
夕暮れの女鹿
僕が沼地を抜け出 した時
一頭の女鹿が麦畑から飛び出 し
山腹を足早に駆 け上った
子鹿を残 して。
稜線上で
彼女は見張ろうと向 きを変えた
空に
美 しい黒のシルエ ットをつけて。
僕は彼女 を見た
そ して彼女が見張 っているのを感 じた。
僕は余所者の存在 になった。
それで も僕は彼女 とそこに一緒にいる権利があった。
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彼女の素早い影は
スカイラインに沿って足早に駆け、
その美 しい均整の取れた頭を後ろに仰け反 らせた。
そして僕は彼女を知 った。
ああ、そうだ、男 として、
僕の頭は しっか りとバランスが取れていないのか?
枝角がないのか?
僕の足腰 は軽 く駆けられないのか?
彼女は僕 と同じ風 に乗って逃げてきたのではなかったのか?
僕の恐れが彼女の恐れを覆いはしないのか?(222)
藍
「夕暮れ」「麦畑」「黒のシルエ ット」「素早い影」「同じ風」等、他の詩
と共通の主題が、この詩で も非常 にシンボリックに詠われている。それは
他者 との交感であ り、人間の自然 に対する敬意である。女鹿 は、本質的に
女性のシンボルである。そ して目の異常な輝きによってその美 しさが表れ
るとされる。この詩では 「彼女が見張 っているのを感 じた」 と、「僕」は
鹿の目を意識 してお り、「その美 しい均整の取れた頭 を後ろに仰 け反らせ
た/そ して僕は彼女を知 った」 と、性的な意味合いが詠われている。そ し
て鹿は人間が持っていない強さと速さを持 った女神のような存在に感 じら
れる。「黄金の角」 の女鹿はギ リシア神話のアルテ ミスに捧げ られた動物
であった し、東洋の神話では雄鹿 と女鹿のつがいは、天と地の神話的な結
合を表 しているのである。(12)
このように人間には近寄 り難い霊的な動物 と対比的に、「夜に罠にかかっ
たうさぎ」では、男の リビドーが燃え立つ様 と、 うさぎという他者性の摩
詞不思議 さがい きいきと詠われている。
、
一]
性的な意味合いが含まれている。そ してジェラル ドという男性の破壊性 も
理解される。ビスマル クは雄であ り、ジェラル ドの性格を表 している。
一方 この詩ではうさぎは雌であ り、「夜 に」罠にかかったうさぎなので、
この うさぎは女性 を表 していると思われる。 というのは、『白孔雀』で も
うさぎ狩 りの場面が出てくるが もちろん昼間に行われるのであ り、うさぎ
が仕掛けておいた罠に夜に掛 ったとしても、人間がそれを発見するのは昼
間に違いないか らである。だか らこの詩のうさぎは女性のシンボルであ り、
男性が女性 を愛するという状況が詠われていると考えられる。ここで、「罠」
とか 「首 を絞める」などの表現から、男性が女性を苦 しめたい とサデ ィス
ティックになっている と常識的な捉え方をするのは、誤解釈 になる。とい
うのは、 ロレンスの作品では、男性の 「暴力的」な女性への態度は、文字
通 りに受け取 られるべ きではなくて、彼の思想の文脈の中で考えると、女
性に女性本来の姿を知らせ、それによって真の歓びを味わって もらうとい
う意味があるか らである。『アルヴァイナの堕落』 でも、主人公 アルヴァ
イナはチ ッチ ョと愛 を交わすときは 「絞め殺 される」 という表現が される。
また 『チ ャタレー卿夫人の恋人』 でも、コニーはメラーズによって本物の
愛 を知るまで彼の 「暴力性」 を感 じているのである。 しか し真の愛 を知っ
た時、彼女はそれを 「優 しい」 と感 じるのである。詩 「宣言文」で も、性
愛の歓びの瞬間のことは 「彼女の上で滅びる」 という表現がされている。
「夜に罠にかかったうさぎ」では、男性は自分の情欲を 「モロク」 とい
う悪魔の ものに喩えている。 しか しここでの 「モロク」は逆説的な意味 を
持っていると思われる。女性の古い自我を破壊 して真の愛を教 える男性の
力を表 している。ロレンスの作品では、真の男性のパワーは 「悪魔」 とか
「蛇」というような、常識では否定的で恐ろしい ものと考えられている表
現を、肯定的な意味 を持っているものとして表現することが非常に多いの
である。 自分 を 「モロク」 とたとえているこの詩の男性は 「黒い男」であ
り、「黒い神」に発展 してい く存在であるが、(13)「闇」の肯定が、更に 「黒
い神」の思想の萌芽が、この 「夜に罠 にかかったうさぎ」には明らかに見
一74一
Tごらん 僕たち勝ったんだよ!』論 一 「緑」と「黒」のイメジャリを通 して見る「黒い神ユの思想の萌芽 一
購 ると言 えよう。
この 「黒い男」 の原 型 は、ロ レ ンスの父 と考 え られる。彼 の両親 は仲 が
、く、子供達はみ な母 親側 に就 いて いた。 しか し四十代 になった ロ レンス
fi、子供時代 を振 り返 った時 、父 に対 す る温 かな想 いに駆 られたのであ る。
.睦理解 し始めたの は大 入 になってか らであ った。『ア ドル フ』とい うエ ッ
イでは、うさ ぎが主 人公 で、 父が仔 うさ ぎを家へ連 れ て来 たの は、「夜
朝が出会った時」で、父 は、地 下の炭坑 か ら地 上へ上 が ったばか りの 「黒
rI」として書 か れ てい る。U4)そして うさ ぎの ア ドル フは、野 生の存 在
1して、人間には関わ るこ とがで きない存在 と して、人 間に とって完壁 な
渚として描かれ ているの であ る。 また父 は 「人間臭 くない ものが好 きで
物 た」 として、野生 との 関わ りに も触れ られ ている。 この ように 「黒い
」の原型は、 ロ レンスの父 なので ある。子供 なが ら、 ロ レンスが うさぎ
「他者性」 を感 じていた こ とは、彼 の非凡 さを感 じさせ る。 ここにすで
葭 『恋する女 たち』 でバー キ ンが アー シュラ に説 く人間 の 「非個 性」 の
想の萌芽が見 られ るのであ る。
・「ごらん 僕 た ち勝 ったん だ よ!』 では、 これ まで に論 じて きた様 々な
メジャリに加 えて、「風」 の イメジ ャリも重 要であ る。「夕暮 れの女鹿」
・は、鹿は 「風 に乗 って」丘 を昇 って行 く。そ して 「僕」 も同 じ風 に乗 っ
走ってきた、 と詠 われ ている よ うに風の 印象が強 い。 そ して 「風」 が重
な意味を持 って詠 われ ているのが 、詩集 の後 半 に載 っている 「勝 った男
歌」である。
t 勝った男の歌
奮 僕ではない、僕ではない、僕 を吹 き抜ける風なのだ!
素晴らしい風が時代の新 しい方向を吹 きつけて くる。
もしそれに僕を運ばせさえすれば、僕 を、僕 を運ばせさえすれば!
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もし僕が感受性豊かで、敏感で、
ああ、繊細な翼 をつけた者であ りさえすれば!
僕が素直になって、世界の混沌を通って、
全てのうちで最 も素晴 らしく
やってくる素晴 らしい、見事な風に自分 を運ばせれば
見事な、絶妙なノミのような、
打ち込 まれるクサビの刃のような風に。
僕が、目に見えない風の一吹きに駆 り立てられ
鋭いクサ ビの先端のように鋭 く硬 くなりさえすれば、
岩は裂けるだろう、僕たちは驚異に至るであろう、
僕たちはヘスペ リデ ィーズを発見するであろう。
・(250)
ここには 「風」が 「黒 い神」 と結 びつ いてい る主題が 見え る。「黒 い神」
す なわ ち古 い価値 観の破壊 者で ある。 ここで 「風」 の 象徴 性 を考 えてみよ
う。 それは多 くの象徴物 と同 じく二律背 反的で ある。 キ リス ト教 の他、世
界の い ろい ろな宗教 で は、「風」 は神の 「息」域 は神 の使 者 ・風の顕現 と
い う ように、神 聖な もの と して考 え られてい る。 また一般 的 には、風の特
徴で ある激 しい動 きの為 、虚栄 、不安定 、移 り気 の シンボル と もな る。風
はギ リシア ・ローマ神話 の タイ タン族 に属 す る自然 の力 であ り、暴力性 と
盲 目性 も持 ってい る。(15)「暴力 性」 は 「黒 い神」の 属性 で ある。 つ まり神
聖 な風 には 「黒 い神 」の 「暴力性」が あるの であ る。 ロマ ン派のP.B.シェ
リー も詩 「西風 に寄せ る歌」(`OdetotheWestWind')にお いて破壊 し
再生 させ る風 を詠 って いる。 しか しロ レンスの風 は また性 的 な イメジャリ
を持 ってい る点 で、 シェ リーの 「風 」 と意味が異 な っている。 ロ レンスの
「ノ ミ」 とか 「絶 妙 なクサ ビの ような風」 には男根 の イメ ジャ リが見 られ
る。 そこ には男性 の力 に よって女性 を変化 させ たい、 とい う願望 が伺える。
「ノ ミ」 の一般 的な象徴 は、あ らゆ る鋭利 な道具(た とえば クサ ビも含ま
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の と同じく、受動的原理(女)に 入 り込み、変化 させ る 「能動的宇宙
四1(男)を表現する。た とえば彫刻家のノ ミは石 を変容 させるもので
認6)「ノミ」や 「クサ ビ」の力は、一種の 「暴力」であ り、ロレンス
隔 の文脈では古 きものの破壊者 としての 「黒い神」のイメジャリであ
1そして男性による 「女性の変容」 という主題は、ロレンスの作品の重
注 題であ り、『恋す る女たち』や 『アルヴァイナの堕落』や 『羽鱗の蛇』
∫チャタレー卿夫人の恋人』にこの主題が書かれている。
ごらん 僕たち勝 ったんだよ!』の最後に載っている詩 「春 を焦れて」
1、「黒い神」は 「樹木」の イメジャリと結びついている。 まず 「風」
樹液」が同 じものであることが述べ られ、更にそれは古い世界を吹 き
轍 造の波であると詠われている。
春を焦がれて
樹液よ、泡立ち押 し寄せ来れ!
創造の波よ、突進せ よ!
L
1 '僕は春の素晴らしい、温めて くれるワインの樹液を求めている、
G'これは小麦を収穫 させ、熟 した風に任せて
何 トンもの穀物を揺 らす ものと同じものである。
齢落ちた火花と古い散 らばった火の燃 え残 りと終 りを
1!巧妙に吹き払いながら春が来ればいいのに
1・ ・ ・ …
■
しおお、そ うだと も、ほ とば しる春 は十分 に強い
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おお 早 く、早 く!
闇を豊かな夜明けで紫色に変えよう。
闇を暖めて赤紫色に染めよう、
人間の心の世界で芽生えた紫色を夏に向かわせよう。 (270-4)
この引用に、ロレンスの主題が まとめて述べ られていることが分 る。緑
色の木々と川 と風 とワインは、全て 「黒い神」の属性である。特にここで
は 「ワイン」 に注 目したい。「緑」や 「世界のばらの中のばら」 という詩
にも見 られたが、ワインはつまり酒の神であるディオニソスの属性なので
ある。そ して 「夜明け」がまた登場 している。つ まり昼 と夜の均衡の時間
なのである。「夜明け」 は男女の均衡 と、精神 と肉体の調和 を意味 してい
るものである。『鱗羽の蛇』では、「ケツアルコア トル」 という二道 を目指
す宗教が重視されている。キリス ト教が一道の宗教、つま り空(精 神)を
目指す ものであるのに反 して、鳥 と蛇が合体 したケツアルコア トルを信仰
する宗教は二道、つまり地中(男 の性的力)と 大空(女 性の精神性)の 両
方を目指す宗教である。(17)
結 び
今 まで論 じてきたように、『ごらん 僕たち勝ったんだよ!』 は、ロレ
ンスが相応 しい女性 に出会って結ばれ結婚 し再生するまで、そ して結ばれ
てか らの男女の愛憎の葛藤、更には世間 との葛藤、ロレンスとフリーダの
蘇 りの主題が詠われている。その中にはロレンスの亡 くなった母への追慕
やフリーダの子供への執着 も入っている。 しか し最 も重要な主題は、新し
い男女の関係の確立と維持なのである。そしてそれは中 ・後期のロレンス
の主題 となる人間を再生 させる原動力である 「黒い神」の思想の萌芽 を含
んでいる。ここにロレンスが詩集の主題として、男性が直面 しなければな
らない 「本質的な経験」 と述べた事柄が表れていると思われる。それは自
己の再生であ り、パー トナーである女性の再生 も含んでいる。これ らの主
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需、詩集に詠われている自然物に包含 されている 「緑」 と 「黒」の イメ
・ヤリから豊 かに感 じ取 れ るの であ る。
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